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■⽶国関税の影響は⼀部に⾒られるも、技術者ニーズは引き続き堅調。
■技術料⾦の上昇、稼働⼈員の増加により、売上⾼は前期⽐増。
■技術者価値の向上を⽬指し、⼈材への投資（待遇改善やキャリア形成⽀
援の強化）を進めつつ、利益を確保。

増減率増減額
２０２６年３⽉期
第１四半期

２０２５年３⽉期
第１四半期

(構成⽐)(⾦ 額)(構成⽐)(⾦ 額)（百万円）

+5.7％+82100.0%1,541100.0%1,458売 上 ⾼

+3.8％+59.6%1479.8%142営 業 利 益

+4.5％+69.6%1479.7%141経 常 利 益

+4.6％+46.6%1016.6%96四 半 期 純 利 益
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前年同期⽐２０２６年３⽉期
第１四半期

２０２５年３⽉期
第１四半期

△0.8ｐ90.9％91.7％稼 働 率

+125円4,366円4,241円技 術 料 ⾦

△0.02H8.61H8.63H稼 働 時 間

+18⼈802⼈784⼈技 術 者 数

各種指標について （前期⽐較）

■稼 働 率・・技術者のキャリア形成や成⻑を意識した稼働を推進。

■技術料⾦・・技術者価値を反映した適正レートの確保を推進し上昇。

■稼働時間・・前年同期と概ね同⽔準で推移。⼤きな変化は⾒られない。

■技術者数・・新卒38名が⼊社。技術者価値向上の取組みを採⽤へとつなげる。

※技術料⾦ （1時間当たり)＝アウトソーシング事業 売上⾼/総稼働時間

稼働率（2024年4⽉〜2025年6⽉）
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（単位︓％） 第１四半期︓90.9第１四半期︓91.7 （通期︓94.6）

6⽉5⽉4⽉3⽉2⽉1⽉12⽉11⽉10⽉9⽉8⽉7⽉6⽉5⽉4⽉

92.090.690.096.296.296.095.695.194.995.995.294.692.792.090.6稼働率

※稼働率(％)＝稼動技術者数/技術社員総数＊100

90.9%

（前期⽐△0.8ｐ）

2026年3⽉期
第１四半期
（累計）



本資料は、当社の企業説明に関する情報の提供を⽬的としたものであ
り、当社が発⾏する有価証券の投資を勧誘することを⽬的としたもの
ではありません。また、本資料は2025年8⽉6⽇現在のデータ等に基
づいて作成されております。本資料に記載された意⾒や予測等は資料
作成時点の当社の判断であり、その情報の正確性、完全性を保証し、
または、約束するものではありません。実際の業績等は様々な要因に
より⼤きく異なる可能性がありますので予めご了承ください。

株式会社ヒップ 社⻑室 IR担当
TEL: 045-328-1000 / E-mail: ir@hip-pro.co.jp
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